
 

  

第５期横浜市子ども・子育て会議 第 12回保育・教育部会 

第 33期横浜市児童福祉審議会 第 13回保育部会 合同部会  公開議事会議録 

日 時 令和４年 10 月５日（水）18 時 00 分～20 時 20 分 

開 催 場 所 市役所 18 階 みなと６・７会議室 

出 席 者 石井部会長、山瀬副部会長、倉根委員、清水委員、天明委員、大庭委員、森委員、尾木

委員、大澤委員、石山委員 

欠 席 者 なし 

開 催 形 態 公開（一部非公開） 

議 題 報告＜公開案件＞ 

【子ども・子育て会議】 

(１) 保留児童対策タスクフォースによる分析結果について 

議事＜非公開案件＞ 

【児童福祉審議会】 

（２）小規模保育事業の認可及び改修費補助金交付先法人の審査について 

（３）認可保育所の法人変更に伴う認可について 

議 事 石井部会長 
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それではまず、保留児童対策タスクフォースによる分析結果につい

て、事務局から説明をお願いします。 

「保留児童対策タスクフォースによる分析結果について」説明。 

ありがとうございます。それでは、ただいまの事務局の説明につい

て質問や意見がございましたらお願いいたします。 

御説明ありがとうございます。記者発表資料３の表の中にある項目

に、フリーランスで働く方というのは入っているのでしょうか。 

いわゆるフリーランス、例えば在宅勤務の方も基本的には入ってい

ますので、そういう意味では入っているという形になります。 

フリーランスの方がなかなか入所できないということが課題になっ

ているかなと思ったのですが、この中に入っているということです

ね。ありがとうございます。 

そうですね。働いている時間によって判断していますので、働いて

いる時間が少なければ場合によっては短時間就労とかの分類に入る方

もいらっしゃるかと思います。 

ありがとうございます。 

２点ありますけれども、まずポイント②の「一時保育等の拡充」と

いうところで、一時預かりが充実することにより、ここに含まれてい

る方たちが何とかなるのではないかというのはもちろんあると思うの

ですが、そのことで、在宅で子育てをしている方たちの利用範囲が狭

まらないように、そこはぜひ配慮していただきたいと思います。 

 それともう一つ、ポイント④の小規模保育等の情報を発信するとい
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うところですが、やはり多くの方が心配するのは、２歳まではそこに

通えるけれども、その後はどうなるのかというところだと思うのです

が、そこが全然見えてこないですね。実際に小規模や家庭的保育など

を利用していた方たちが、その後保育所や幼稚園にどのくらい入れた

のか、本当に入れているのかどうかということが、例えばホームペー

ジを見たところでは全然確認できないです。小規模保育事業の後の選

択肢としてどういうものがあって、確実に入れているということの情

報が必要かなと思います。 

 それと、ここに少人数できめ細やかな支援ができるとありますけれ

ども、もう利用者も随分いると思います。今利用している人ではなく

て、例えば就学前に小規模を利用して、その後幼稚園を利用して小学

校に上がったくらいの人たちに、実際どうだったのか、最初から保育

所に入れたほうがよかったと思うかどうかとか、今小規模を利用した

ことはどうだったのか、やっぱり認可に入ったほうがよかったと思う

かとか、その辺の意識調査みたいなのをしていただいて伝えるという

ことが、これから選ぼうと思う方にはすごく効果的なのではないかと

思いました。 

ありがとうございます。連携先として、３歳からの転園をどうする

かというところが見えづらいというところは、やはり私どもとしても

少し課題となっております。そこをどうやってうまく伝えていくかと

いうところは、すぐ出せるかどうかは分かりませんが、情報なりをお

知らせさせていただきたいと思っております。 

 あと、小規模の事業者さんにもお話を聞くのですが、来ていただけ

れば絶対いいところというのを分かっていただける。実際に入ってい

ただいてよかったと思っていただける方もかなり多くいらっしゃると

聞いております。そういうところは、そもそも小規模保育とは何かと

いうところが見えないとか、預け先というと認可保育所だけというよ

うなイメージも持っている方もいらっしゃるので、そういう点で情報

発信の仕方を少し工夫していかないといけないというところは、私ど

ものほうでも議論していますので、いただいた御意見を基に対策につ

いては進めさせていただきたいと思います。 

あともう一つあります。連携施設で必ず移行先を確保できていると

思うのですが、やっぱり保護者の中では自分で選びたいという意見も

すごくあるわけですよね。もう決められたところに、小規模のここへ

入ったらその先が決まってしまっているのではなくて、また新たに３

歳からは自分で選びたいといったときに、選べるということも伝える

ことが大事だと思います。 

いろいろとありがとうございます。これが原因かは分からないので



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すけれども、港北区と中区で非常に大きい問題が今起こっています。

要は、横浜市は０歳児が要らないという言い方を区の方がされるので

すね。そういう電話を受けた園長先生はもう本当にびっくりするわけ

ですよ。去年に引き続き、また赤ちゃんに対してそういうような感覚

で待機児童対策をやられているのかな、と感じて、ちょっとがっかり

する。ぜひそういった発言がないように、まずはお願いしたいと思い

ます。 

 それで、今尾木先生が言われたように、やっぱり足りていないのは

10月１日ぐらいのデータがないのです。常に４月１日。だから、１歳

児が足りない、０歳児が余っているということで、中区の係長からも

そういう言い方をされたのです。要は０歳児を減らせ、定員外は取る

なと、言うわけです。 

 定員割れは確かに港北区にしろ、横浜市はどこもあるのですが、で

は年齢別に分けて、10月１日の時点でどのぐらい定員割れしているの

か。調べましたら、３、４、５歳児はやっぱりひどい状態ですよね。

これが教育無償化で変わってしまったのか、そこまでまだ分析してな

いですけれども。０、１、２歳児を調べましたら、港北区においては

64人、２歳児が定員割れ、それから１歳児においては５人、０歳児に

おいては定員割れが２人しかいないのですよ。ということは、10月１

日で、０歳児は４月から９月までで埋まっているのですよ。また中区

を調べたら、２歳児は18人、１歳児の定員割れは何と42人です。で

は、０歳児は何人かといったら中区は１人だけ。ホームページに出て

いますから、皆さんも御覧になっているはずです。 

 そういう現実をこのタスクフォースに組み込まないと、区がみんな

間違った判断で０歳児をやめろということを言い始めるのです。その

くらい、赤ちゃんというのは４月から９月で今のところ横浜市が用意

した数を埋める状態です。だから、４月１日に幾ら０歳が埋まらない

からといって、こういう資料を基に０歳児を削れという発想は、私は

一番ひどい解決策だと思います。なので、そこだけは絶対に誤解がな

いようにしていただきたい。本当に赤ちゃんというのはいつ生まれて

くるかなんて我々は決められないですから。４月１日に入れるように

お母さんたちは本当にすごいプレッシャーで子づくりするわけです

よ。でもそれはあんまりですよね。それに拍車をかけてはいけない。 

 少なくとも横浜市としては今の０歳児の数は確保しなければ、子育

てに優しいまちにはならないですよね。だからこの部分を絶対この会

議では、私は本当に声を大にして言います。港北区からも非常にいろ

いろな園長先生からお願いが入っています。もう今は幼児が定員割れ

していますよね。それで０歳児が入っているのに削れということにな
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ると、一体どうやって運営していったらいいのだろう。待機児童対策

として０歳児をいっぱい増やして、ようやくそれで今回っているの

に、ここへ来て定員外を絶対取るなという言い方をしていたら保育園

の現場はもう疲弊しちゃいますよね。それが現場の声です。だから、

そこだけは絶対間違いないように市長に言っていただきたい。あなた

がもしこれをやるのであれば、10月１日の時点のタスクフォースの分

析もやるべきなのですよ。それで初めて動向が分かるわけです。で

は、今０歳児が何人待っているか。すごい数ですよね。港北だと、０

歳児は1420人待っていますよね。これが延べですから、この資料だ

と大体平均6.4園を皆さん書くという結果ですね。 

ゼロ歳児は平均で2.8園です。押しなべていくと4.4園なのですが。 

それは保留児童の話ですよね。 

保留児童です。 

新規入所は6.4園ですよね。 

はい。 

そうすると、延べで1,420人でも、実際221人の人、1,420割る6.4で

221人の人がどこかに入れたのです。０ですよ。そこで０歳児を削る

ということは、これは保育園としては園の自殺行為ですよね。かつ、

それを待っていらっしゃる保護者にとって、保留狙いかもしれないで

すけれども、それでも本気で入りたい人がいっぱいいるわけです。な

ので、そういったことを間違ってもやらないようにしていただきたい

のと、区に必ず言っていただきたい。そこだけは今日は本当にしっか

りとお伝えしておきたいです。お願いいたします。 

 ありがとうございます。前回の第３期の見直しのところでも大庭会

長が御指摘をいただいていたとおり、私どもとしても、特に０歳児は

年度途中から入られる方が多いというところは事実としてその認識は

持っております。一方で、４月１日で見ると１歳児の方がすごく待ち

が多い。その方たちはやはり園が多いというところがありますので、

０歳の方が途中から入るというところの事実もありますけれども、一

方で１歳児の方をどうやって本当に入れていくかというところが１つ

課題だと思います。 

 大庭会長もよく、私どもがお叱りを受けるのは、作り過ぎてどうな

るのだという話もありますので、そういう意味では、既存の施設でど

う定員構成のバランスを取っていくかというところがあります。私ど

もも、極端な話、０歳を半分にしようとか、地域によって何歳から預

けたいというところの差はありますので、地域とか園の状況によって

御相談をさせていただいています。場合によってはもう本当にずっと

入らないところがあるとか、市外で入ってしまっている人がいるよう
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な状況はやはり避けていかないといけないというところで、定員のと

ころ、０歳を削減という言い方が少し強いのかなというところはある

かもしれません。ただ、０歳児と１歳児のところのバランス、１歳児

から預けたいというところのバランスをどう取っていくかというとこ

ろで少し定員の変更のお願いをしているというところは、大庭会長の

言っているところも踏まえながら進めていきたいというふうには考え

てございます。 

 ただ一方で、私どもも申請のピークが見込まれている中で、作り過

ぎは本当にできるだけ避けていきたいというところがありますので、

ぜひ、場合によっては団体の皆様の会合等々で状況も説明していただ

きながら、お互いの認識合わせをさせていただければというふうに考

えてございます。 

 もう一つお願いがあるのですけれども、１歳児、２歳児の枠を広げ

るというのは我々だって本当に協力します。ただ、０歳児が犠牲にな

ることは絶対ないようにしていただきたいということです。それと、

やっぱり幼児の空きがありますから、昔やられていた年度限定の１歳

児、２歳児保育をもう少し皆様に知っていただいてやっていく。そこ

が大事ですけれども、ただ１つ、保育対策課がこの２、３年やはりも

う少しやっていただきたいのは保育士確保です。取り合いということ

はありますが、やっぱり宣伝すれば絶対来るんですから、もっとそこ

に予算を入れてほしいです。でも、今の予算では無理です。 

 我々はみんなで会費を集めて何とか業者とやっていますけれども、

これにだって限界があります。もう少し保育士確保を真剣にやってい

ただきたいのと、やっぱり学校に対して、学校も入学希望者が落ちて

いるわけですから、そこと一緒になってもう少し連携をしてほしい。

だから、やっぱり市がもう少し音頭を取って、みんなで保育士確保に

もう少し予算と時間を使っていかなければちょっと無理がありますよ

ね。１歳、２歳児を広げたところで先生は要るのですから。今２点、

０歳児を犠牲にしないでいただきたい、それから保育士確保はもう少

し力を入れていただきたいという、ちょっとおまけがつきましたけれ

ども。 

 まず保育士確保につきましては、採用と定着ということで、定着と

いう意味では、宿舎借り上げ事業では相当な金額を使って定着という

ことについてはやらせていただいていると思います。正直億単位のお

金をつぎ込んでいますので、そういった意味では施策のほうはまず一

定レベルはさせていただいていると思います。 

 あと、保育士確保の例えば面接会ですとか相談会みたいなところで

言うと、これは私の感想ですけれども、やはり民間さんも、ある意味
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転職というような形で相当ＰＲをされていて、ウェブとかの使い方が

やっぱり上手だなという感じは正直受けています。そういった中で

も、我々としては社会福祉協議会と共働しながらやっているというと

ころもありますので、採用についてもしっかりやっていきたいと思い

ます。予算については確保に努めてまいりたいと思います。 

 あと、養成校との連携につきましても、やはりそれは課題というふ

うに思っております。これから子どもたち、要は保育士さんになる子

どもたちもやっぱり減ってきてしまうのではないか、という危機感を

持っていますので、そういう意味では、例えば中学生の方とか、要は

これから保育士さんを目指す人に、アプローチしていくことも必要で

すし、その方たちが養成校に入っていただいて卒業して、ぜひ横浜で

働いていただくと、こんな流れがつくれればいいなとイメージはして

おりますので、そういったところで養成校へのアプローチも課題と捉

えておりますので、進めていく所存でございます。 

 本当に莫大な予算を割いているというのはよく分かるのですけれど

も、やっぱり予算の割き方が、市は直接宣伝を打てないではないです

か。どうしたって民間とか団体に予算を配分して、その民間団体が宣

伝を打っていくといった流れになるわけです。だから、住宅の件に関

して、これは、本当は国の政策でもあるし、そこでいち早く取り入れ

ていただいた横浜市に対しては本当に感謝しているのです。ただ、そ

れだけではもう本当に足りないのです。保育士が足りないから辞めて

いく、みんな辛くなって辞めていく。この負のループだけは今どこか

で抑えておかないといけない。ここは本当にお願いしたいです。我々

も一生懸命ああいうイベントはやりますので、ぜひ予算を割いていた

だきたいと。 

 資料の取りまとめをありがとうございます。幼稚園としても、今、

大庭先生もおっしゃったように、保育士、幼稚園教諭、保育教諭の確

保というのはとても大きな課題になっています。学生にしてみても、

幼稚園にしようか、保育園にしようか、認定こども園にしようかとか

という選択を迷っている学生には、一緒にやってみるというのもあり

なのかなとは協会の中でも話は出ています。その辺ももし皆さんでや

りましょうとなれば１つ注目を集めるところにもつながるのかなとは

思っています。 

 資料の３について、きょうだい児の同時申請なのか、既に入ってい

る子との割合とかもあるとは思いますが、きょうだいに在園児がい

て、下の子があふれた場合、例えば、３、４、５のきょうだいの子が

いた場合、もう定員いっぱいだけど、受け入れてはどうかみたいなお

話は毎回されているものなのですか。 
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 場合によっては定員外でお願いするということはあると思います。

ただ、詳しく御説明できなくて申し訳なかったのですけれども、Ａ３

の資料の３の「きょうだい在園または同時申請」の一番下に、「令和

３年４月時点のきょうだいでの利用者の１割は、きょうだい同士で競

合したため、同一の園を利用できていない状況」と書いてあります

が、裏を返すと９割の方は同じ園に入れています。１割の入れた方は

別々の園に行っている。さらに保留児童の方がいるような状況で、実

は端的に言うと、きょうだい児の方はランクが高くなるので、きょう

だい児の枠同士の戦いになってしまっているというところが正直あり

ます。 

 定員外で受け入れていただければ実は救えるというところがありま

す。しかし、中にはやっぱりどうしても人気園で固まってしまってい

ると、お１人取っていただいて助かるところはありますけれども、例

えば２人目、３人目のきょうだいの方が入れなかったみたいなところ

は正直あるかと思います。定員外でも入所になりますので、ぜひ御協

力をいただければと思います。 

 園の事情もあると思いますし、それこそ保育者の確保という話では

無理ですというのもあり得るとは思います。やっぱり別の園に行くの

は保護者も子どももとても大変だし、園としても、本当は行事、運動

会とかも配慮してあげたいけれども、その子のためだけにするのは迷

いはどうしても出るので、できるだけきょうだい同じ園に通えるので

あれば、相談いただくのもいいのかなというのをちょっと思いまし

た。 

 それと、先ほどの大庭先生のお話ともかぶるところがあるのです

が、小規模がポイントではまだ必要だというお話はごもっともだなと

いうのが分かりやすい資料でいいと思うのですが、いずれは子どもが

減っていく。政令市の幼稚園の団体の会議が先週あったのですが、そ

こでも、ほかの市では明らかに子どもが減っていって、19人の小規模

で10人しか入園せず、先生の雇用を継続するにはずっと赤字が続いて

いますみたいな話がありました。また、近隣の幼稚園も子どもが減っ

てきているというのがかなり怖い、不安だというお話もあったので、

その辺も一緒に検討しながらやっていけると何かいい解決策を見つけ

られたらいいかなとは思います。 

 もう１点は、こういうタスクフォースみたいなのでばんと出すのは

難しいとは思いますが、僕たちは在園中しか子どものことを見られな

いのです。小学校へ行ったら、小学校の先生がどこまでケアするかと

いうのは、また自立という意味でも変わっていくのですね。そう思う

と、何か偉そうなことを言いますけれども、ある意味保護者が親とし
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て育っていくみたいなのもしっかりやっていかないと、親になり切れ

ていないまま幼稚園を通過していってしまうと、例えば、オムツを取

るのを幼稚園、保育園、認定こども園に任せているだけになってしま

うと、親としての喜びも感じられない。そのまま子どもとの関係も希

薄になっていくというのがその子の本当の幸せなのかなというのを考

えると、やっぱり親が親として育っていく環境をつくっていきたいと

思っています。 

 もし園で歩いても、「お母さん、歩いたよ」と言わないそうです。

「もうちょっとで歩きそうだよ」と言ってお母さんに返して、「先

生、家であの後歩いたよ」という環境をつくっている。それは僕はす

ごい素敵だなと思っていて、「親のあなただからこの子は歩く、第一

歩を踏み出したのだね」という、ちょっとずるいかもしれないですけ

れども、そういうのが、あなたたちも保護者として大切なかけがえの

ない存在なのです、というのがメッセージとして載ると僕らもうれし

いなと思っています。 

 ２つ目の御質問をいただいたいわゆる定員割れのところの話です

が、横浜市でも、何回も御説明したとおり例えば港北区の日吉とか、

戸塚区の戸塚駅辺りはマンション開発で需要がいまだ多い一方で、や

っぱりニーズが下がっているところがあります。そういう点では、石

井部会長からも何回も御質問をいただいていますけれども、国のほう

でも少し保育所の在り方みたいなところを検討している中で、私たち

としてもどうしていくかというところは検討していかないといけない

かなというところで、少し議論は行い始めているところではございま

す。まだ具体的に何かというところはないですが、少なくともピーク

アウトが大分横浜市のほうも見えつつある中で、そういうところの議

論も少し進めていきたいと考えているところでございます。 

 障害児・医療的ケア児のところで、障害者のほうの種別とかは分か

っていますか。 

 いろいろ種別はあるのですが、すみませんがそこまで詳しく分から

ないというところがあります。いわゆる医療機関で診断が出るとか、

事前調整を行った方を今回抽出しているというような状況になりま

す。 

 ダウンとか染色体異常とかだと生まれたときに分かるのではっきり

出ると思うのですが、言わないでとか、子どもは違うと思って入って

いる子とかの割合も本当は分かればいいのかなとちょっと思ったもの

ですから、もしこの時点で分かっているのがあればと思いました。 

 そういう点では、逆に言うと区役所が把握している方の人数になる

ので、この部会の中でも議論があったように、後からとか、極端な
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話、隠してというようなところまでは実はこの数字には反映されてい

ないという形になります。 

 分かりました。すみません、ありがとうございます。 

 貴重な資料をいただいてありがとうございます。よくまとめていた

だいたし、一時、横浜市が待機児童ゼロという目標を達成したときの

幻の意味が分かるというか、これで通じるというような感じもちょっ

と理解できるので、やっぱりこういうデータがあって、それを市民に

伝えられるというのが大きなところかなという気もしました。本当に

行政だけが頑張るのではなくて、市民のほうも賢くやれたらいいよな

という感じがしました。 

 尾木先生が言ってくださった、小規模の卒園後どうするというとこ

ろはかなり関心があるところだと思います。それは保護者だけではな

くて、祖父母の世代がそこを後押しできるかどうか、認可でなければ

駄目よという世代の価値観で娘たちにそれを押しつけてしまうという

感じもあるかと思うので、アプローチの方法は少し幅を広げてしてい

ただいたほうがいいかなという気がしました。 

 あと、清水先生がおっしゃったように区が各園と交渉しているとこ

ろについてもこういうデータが出ると、個別対応が積極的にできるの

かなという気がします。本当にきょうだい児を別々の園に預けるとい

うのはかなり大変なことだと思うし、市のほうのそこで競合している

というのもすごく苦しい感じがするので、そういうデータがあるなら

ば、いろいろ調整の仕方もあるかと思いました。 

 あと、保護者が育つという面において、こんなに配慮してくださっ

ているのだと。だから、しっかり育ったよというところをうまく表現

できるところがいろんなところであるといいかなというのは、いろい

ろ発信する場があるといいかなという気がします。課題の多い子を育

てるという、社会も頑張っているよというのが見せられるといいかな

という気は、その子が駄目なわけではないので、社会が頑張るよとい

うのを伝えたいなという感じはしました。すみません、ありがとうご

ざいます。 

 先ほど森委員がおっしゃった障害のことですけれども、これは来年

から福祉の付加で保育事業と療育を並列的に並べて展開していくとい

う、国の方針だと思うのですけれども、それをかみ砕いて、横浜市の

中でもいろいろ展開されると思いますが、計画的に我々が知るという

のは、こういった事業計画はまだまだ先ですよね。 

 国のほうでも、幾つかある検討の一つとしてそういったことが話さ

れているということは聞いているのですが、具体的な話の中身までま

だ多分いっていないのではないかと思います。また見えてきたら、横
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浜市でこういった対応をしていきますということがあれば御報告でき

ることはしていきたいと思います。 

 我々も保育園の園長先生から本当に多くこの問題があるときいてい

ます。保育事業と療育をしっかりやっていくためには時には分離とい

うものも必要で、そういった体制を整えている社会福祉の事業に対し

ては何かしらの弾力的な運用を認めるといった項目があったので、ぜ

ひそこのところをこういった場で具体的に市のほうからお示しいただ

いて、検討させていただければと思いますので、お願いいたします。 

 先ほど定員構成のバランスの柔軟性ということがこれから必要にな

ってくるというようなお話で、確かにそうだなというふうに思ってお

ります。そのときに、やはり定員構成のバランスを柔軟にすると、今

度は子どもの育つ環境が大切になってくると思っています。定員構成

のバランスを柔軟にしたときに、では保育の質を落とさないためには

何が必要なのかというところも踏まえながら、そこにも、人を多くす

るだけではなく、バランスを整えるだけではなく、環境についても補

助をいただけるとかというような質に関しても考えを出して、そして

質の保障もしていっていただければなと思っております。 

 ありがとうございます。基本的に環境という点で、人員の確保とい

うところとハード的な部分の２つがあると思います。ハード的な部分

に関しては、例えば定員増をするときには実は改修費補助みたいなの

もやらせていただいているので、そういうところで少し工夫が、こう

いう形でもし環境が変わるのであれば、私どもも整備のお金として出

させていただいているというところがあると思います。あと人員のと

ころは、どちらかというと基準に沿ってお出ししているところはある

ので、そこの中でやりくりしていただく形なのかなとは考えておりま

す。 

 いろんな園を見に行かせていただくことがあって、満３歳が園に入

ってきたことによって、今までいた３歳児が１クラスに積め込まれて

いる様子が幼稚園やいろいろなところで見られるので、そういうこと

にならないようにという視点も持っていただきたいなと思いました。 

 ありがとうございます。他によろしいでしょうか。また後でも、そ

の他のところで最後に言っていただいても構いません。 

 これは報告事項なので、いろいろ出た意見をおまとめいただいて。 

 いただいた御意見を参考にまた進めさせていただければと思いま

す。 

 よろしくお願いいたします。 

 

 


